
 

 

  

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

ふるさと文学館 

 

夫婦作家の津村節子・吉村昭両氏にちなみ、当館と荒川区立ゆいの森

あらかわ吉村昭記念文学館がおしどり文学を締結して２周年となりま

す。これを記念し、吉村昭展を開催します。吉村と故郷荒川区との結び

つきや伴侶との出会い、題材を求めた日本各地への旅などをとりあげ、

関連作品と共に紹介します。 

 

 

特集展示 没後 40 年 中野重治 

本年は坂井市出身の作家 中野重治の没後 40年にあたります。祖

父母に育てられた幼年時代の記憶をもとに、故郷の風土や農家の暮

らしを描いた小説『梨の花』などをとりあげ、作品や生涯を振り返

ります。 

（～12 月 18 日） 

秋季企画展・おしどり文学館協定締結２周年記念 福井県・荒川区合同企画展 

吉村昭展～ふるさとと旅～   （10 月 26 日～12 月 22 日） 

日） 

 

ふるさと秋じまん 
福井の秋を描いた文学 

 新米コシヒカリのおにぎりの美味しさを綴った

俵万智のエッセイ集『百人一酒』や、敦賀の名月

を詠んだ松尾芭蕉の紀行文『おくのほそ道』な

ど、福井の秋の味覚や風景をとりあげた文学作品

を紹介！ 

 

（～12 月 18 日） 
 

「少年の主張」作品展 
 

荒川区立 ゆいの森あらかわ 吉村昭記念文学館 

・トピック展「吉村昭が描いた福井「雪の花」―笠原良策と天然痘―」10/18～12/18 9:30～20:30 

・講演会「吉村・津村文学の魅力」講師：出久根達郎氏（直木賞作家） 11/24（日）14:00～16:00(要申込) 

・企画展「吉村昭「海も暮れきる」―俳人、尾崎放哉を見つめて―」10/13～12/18 9:30～17:00 

※休館日：10/17、11/21、12/6。詳細はゆいの森あらかわ吉村昭記念文学館まで(TEL 03-3891-4349) 

クイズラリー開催！クイズを解いて、オリジナルグッズをゲットしよう！ 

 

第 41回「少年の主張」コンクール県大会で発

表された中学生たちの主張を、文学の小路で紹介

しています。10代の若者たちの、世界や社会へ

の提案に耳を傾けてみてください。 

 
『梨の花』に登場するシーンを引用文と地図で紹介しています。 
主人公 良平が暮らす世界を感じてください。 
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イベント情報 

情 報 

 

＊白字の日は休館日です。 

＊開館時間は火～金曜日:午前 9 時～午後 7時、 

土・日・月・祝日:午前 9 時～午後 6時です。 

＊福井駅東口から図書館まで運行している無料シャトルバ

ス（フレンドリーバス）をご利用ください。 

＊ユー・アイふくいのチャイルドルーム（託児所）が利用

できます！〔1回 300円・未就学児対象、予約は 2日前

までにユー・アイふくい（0776-41-4254）へ〕 

 

  開館日カレンダー 

発行：福井県ふるさと文学館  〒918-8113 福井市下馬町 51-11 (福井県立図書館内) 

吉村昭文学キネマ 

 

吉村昭の原作をもとにした映画作品の上映を行います。 

会場：ふるさと文学館 映像コーナー 定員：40 名（先着・予約不要）※各日 12時より整理券を配付します。 

最優秀賞 
一般:30万円 高校生:図書カード 10万円分 

※詳細はチラシ・ホームページをご覧ください。 

14:00～15:40（開場 13:30～） 

 
 

文学フェスタ 2019 

会場：県立図書館 多目的ホール 

定員：150 名（要申込） 

（電話、FAX、メールにて、または文学館カウンターまで） 

 

 

講師 池澤夏樹氏（作家） 

 

第２３回  ふくい風花随筆文学賞 
  作品募集中！ ◆原稿用紙 3～5枚 

 

11月2日（土）14:00～15:30 

 
 

文学カフェ  
父・吉村昭を振り返る 会場：県立図書館 多目的ホール  

定員：60 名（要申込） 

（電話、FAX、メールにて、または文学館カウンターまで） 講 師:吉村司氏（吉村昭・津村節子氏長男） 

1945年北海道出身。多くの旅を重ね、3年をギリシャで、10年を沖縄で、5年をフランスで過ご

して、現在は札幌在住。1987年に『スティル・ライフ』で芥川賞を受賞。その後の作品に『マシ

アス・ギリの失脚』、『花を運ぶ妹』、『静かな大地』、『双頭の船』など。 

人気作家の池澤夏樹氏に創作に関してお話いただきます。 

・『魚影の群れ』（135 分） 原作：吉村昭 監督：相米慎二 公開：1983 年 

 

・『密会』（71分）原作：吉村昭 監督：中平康 公開：1959 年 

11月9日（土）13:30～15:50 マグロ漁師とその娘夫婦を描いた作品。 

 
 12月8日（日）13:30～14:40 大学教授夫人が殺人事件を目撃するサスペンスドラマ。 

吉村昭展関連イベント 

吉村司氏に、父親の吉村昭についてお話いただきます。 

1979年上智大学卒業。三菱電機株式会社を経て、1984年よりソニー株式会社入社。事業部での商品企画、

営業部門でのマーケティング業務を経て本社プロジェクトなどを歴任。2009 年ガーナからサッカーのパブ

リックビューイングをスタートさせる。2015年、株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所入社。 

 

11月16日（土）開催！ 

 
 

県内の文芸グループ等が創作した文学作品を発表し、作り手や読者が交流する

文学のお祭りです。講演会やクイズ、スタンプラリーなどイベント多数！入場

無料です。お気軽にご参加下さい！ 

講演会「創作に秘訣はあるか？」 

吉村昭展関連イベント 


